
 

 

 

「『見えない・見えにくい世界』もおもしろい」  

佐木 理人（さき あやと）さん（毎日新聞論説委員、点字

毎日記者）のお話を聴きました 

１０月１８日に佐木さんにお越しいただいて、目の不自由な方

の立場から上記のテーマでお話をしていただきました。自己紹介

や学生時代のお話、電車に引きずられるという大事故のお話、点

字毎日でのお仕事のお話などを、ていねいに伝えてくださいました。 

最後にお話しされた「みなさんへの思い」をまとめてみます。 

〇 みなさんは一人じゃないということをぜひ覚えておいてほしい 

佐木さん自身、中学時代は目が見えなくなったこともあり、大変しんどい時期だったそうです。

中学時代の今「もう自分なんて…」と思うこともあるかもしれないけれど、実はみなさんのこと

を気にかけてくれたり、見守ってくれたりしている人は必ずいるんだ、と伝えてくれました。 

〇 みなさんの思いや想像で、社会、世の中はどんどん良くなっていく 

ホームから転落し、電車に引きずられ大けがをした佐木さんは、二度とこのような事故が起こ

らないよう裁判を起こしました。その結果、多くの人の支援もあり、駅に柵やホームドアが設置

されるようになりました。「ちょっとした思い」「ちょっとした行動」で社会はよくなるのだとい

う力強いメッセージでした。 

〇 白い杖を使っている人を見かけたら「何かお手伝いしましょうか？」という声かけを… 

（声かけは難しいという人は）点字ブロックの上に置いてある自転車や物を横にどけてください 

（それも恥ずかしいという人は）みなさん自身が点字ブロックの上に自転車や物を置かないで… 

 〇 あまり頑張りすぎるのではなく、ふんばってほしい 

 佐木さんを応援し続けた母親のエピソードと共に「頑張らなくてもいいから、ぐっとその場で

ふんばれば、きっといろんな人が助けてくれたり、話を聴いてくれたりしますよ」と。「頑張ら

ないけどふんばる」、みなさんはどんな意味だと思いますか？考え続けたい言葉ですね。 

３年生のみなさんへ ～懇談期間、視聴覚室で自習ができます～ 

 卒業式の日程が発表され（３月１４日）、３年生はいよいよ義務教育のゴールが見えてきまし

た。卒業後の進路に向けて、希望をふくらませたり、不安な気持ちに悩まされたり、落ち着かな

い日々を過ごしている人も多いと思います。１１月１０日（木）から三者懇談が始まります。そ

の中で進路について、“自分はどうしたいのか、そのためにどうすればいいのか…”というイメ

ージをより具体化させていってほしいなと思います。 

 三者懇談の期間中（11/10（木）～11/16（水））、13：30～16：30に視聴覚室を自習室として開

放します。視聴覚室では大学生にも来てもらうので、わからないところを教えてもらうこともで

きます。ぜひ自習室を活用してください。みなさんの進路を応援していますよ！ 

教育実習の先生からのメッセージです 

 １０月１３日から３週間、教育実習で来られていた大学生お二

人からみなさんへのメッセージをいただきました。十八中での実

習の経験を生かして、将来素敵な先生になってほしいですね。 

〇 Ａさん（保健体育科実習） 

短い間でしたがありがとうございました。フレンドリーに話してくれる子が多く、楽しい実習生活になり

ました。授業でも力不足で満足いかないこともあったと思いますがほとんどの子が、その中で楽しさを

見つけ、全力で取り組んでくれました。本当に感謝しかありません。何ごとにも目標を持って頑張ってく

ださい。十八中のみなさんならできると思います。 

〇 Ｂさん（英語科実習） 

3 週間という短い期間でしたが、お世話になりました。最初の頃は緊張の連続でした。でも、授業時

間外にみなさんが私に接してくれたおかげで気持ちが随分と楽になりました。残りの十八中生活を全

力で楽しみ、全力で生きることを心より願っています。 
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